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当教室において経験した副甲状腺機能充進症
の摘出例は9例あり、年齢は40～52歳（平均
47．5歳）で、男性4例、女性5例であった。う
ち原発性副甲状腺機能充進症は4例、透析患
者に併発した二次性副甲状腺機能充進症は5
例であった。主訴は尿路結石4例、関節痛4
例、肘部腫瘤1例であり、病型は骨型5例、
腎型4例であった。また1例に病的骨折を認
め、1例に異所性副甲状腺を認めた。術前局
在診断判明腺数は平均2．6腺で、摘出忌数は4
例が4腺、3例3腺、1例2腺、1例1腺（平均3．1
腺）であり、摘出総重量は80～1684血g（平均
475m9）であった。このうち5例に右上腕筋肉
内への自家移植が行われ、移植総重量は50
～65ngであった。組織診断は2例がadenoma
で他はhyperplasiaであった。術前血清生化学
はCa平均10．5mg／dl、　P平均5．3mg／dl、　ALP平
均1582。OIU／1、末梢血intactPTH：平均
838．2pg／mlであった。3例は術前に
venographyを行ない、局所静脈採血しPTH値
を測定した。術後では、Ca平均8．Omg／dl、　P
平均3．11ng／dl、　ALP平均2171．61U／1、末梢血
intactPTH平均99．8pg／mlであった。1例に術
後も副甲状腺機能元進を認め、上腕筋肉内の
自家移植副甲状腺を一部摘出した。6例はCa
値低下に対しCa剤の投与を必要とした。この
うち原発性は2例であった。以上当教室にお
ける副甲状腺機能元進症の摘出例について報
告した。
［目的］
　電気刺激が骨形成を促進する作用機序、至適刺
激条件に関しては統一した見解が得られていない。
われわれは電磁場刺激を用いて、骨芽細胞のDNA
合成能、分化能に及ぼす影響に関して検討した。
［方法］
　骨芽細胞様細胞株（MC　3T3－E　1）を培養し、電
磁場刺激をさまざまな条件で与え、bromod60xy
uri　dene（Br（W）、抗BrdUモノクロナール抗体を用いた
ELISA法にてDNA合成能の測定を行った。また、
長期培養におけるアルカリフォスファターゼ
（ALP）活性の測定をp－nitro　pllenol　phosphateを基
質として経時的に測定した。さらに、形態学的変
化を位相差顕微鏡および電子顕微鏡にて行った。
［結果］
　DNA合成能を高めるために、磁場強度、周波数、
パルス幅それぞれにおいての至適な条件が存在し
た。特に、磁場強度においては、1．OGauss（10H2、
25μsec）でし23倍の増加を認めるも、3．OGauss
（10Hz、25μs㏄）の条件では逆に合成能は抑制さ
れた。至適条件刺激にてALP活性は、非刺激群に
比しより早期に高値を示すが、ピーク後は、より
早期に低下傾向を示した。形態学的には、至適条
件刺激によって、ゴルジ領域の発達が認められ、
また、非刺激群のALP活性がほとんど細胞膜に存
在するのに対し、刺激群では細胞膜および細胞質
内にも活性を多く認めた。
［考察］
　骨芽細胞のDNA合成能は電磁場刺激の条件によ
って変化し、合成能を高める至適な刺激条件の存
在が確認された。また、ALP活性の変化より、至
適条件刺激により骨芽細胞の分化過程が早まって
いると推察され、さらに、形態学的変化より電磁
場刺激による細胞分泌面一の活性化が示唆された。
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